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天
竜
区
熊
で
今
年
三
回
目

　
か
つ
て
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
熊（
く
ん
ま
）を
、
一

日
限
定
で
甦
ら
せ
る
フ
ェ
ス
が
今
年
も
開
催
さ
れ
る
。

地
元
活
動
団
体
ら
が
協
力
し
て
企
画
し
、
道
の
駅
く
ん

ま
水
車
の
里
周
辺
か
ら
リ
ト
ル
ベ
ア
カ
フ
ェ
ま
で
、
県

道
9
号
線
沿
い
に
、
フ
ー
ド
、
ク
ラ
フ
ト
、
体
験
、
子
ど

も
の
遊
び
場
な
ど
様
々
な
出
店
を
予
定
し
て
い
る
。

開催時間
10時～15時
雨天決行
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昨年のフェスの様子。山間の町に
多くの人が訪れ、活況を呈した。

一
日
商
店
街

　
宿
場
町
く
ん
ま
を
彷
彿
と
さ

せ
る
商
店
街
が
出
現
す
る
。今
年

は
地
元
を
中
心
に
三
十
以
上
の

お
店
が
軒
を
連
ね
る
予
定
。

子
ど
も
の
遊
び
場

　
お
も
ち
ゃ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
平
野
健
寿
）セ
レ
ク
ト
の
木
の

お
も
ち
ゃ
が
一
杯
。キ
ッ
ト
パ
ス

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。
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煎
茶
・
抹
茶
・
自
家
用
茶
な
ど

く
ん
ま
の
個
性
的
な
お
茶
が
勢

揃
い
。そ
の
他
地
元
の
手
作
り
品

な
ど
を
販
売
す
る
予
定
。





熊郵便局

字丸不動院

光雲寺

熊ふれあいセンター

トイレ

トイレ

至西鹿島

至東栄町

県
道
９
号
線

六所神社→

秋葉神社→

熊（くんま）の沿革
江戸時代　天領として熊村、嶺神沢村、上神沢
　　　　　村、六郎沢村、大栗安村、新切新田
　　　　　の六ヶ村に分かれていた
明治９年　熊村、神沢村、大栗安村の三ヶ村に    
　　　　　統合される
明治 12 年　磐田郡豊田山名郡役所の行政区
　　　　　　に入る
明治 17 年　長沢村外八ヶ村戸長役場の管轄
　　　　　　下に入る
明治 21 年　「町村制」が施行され、熊村、神沢
　　　　　　村、大栗安村の三ヶ村で豊田郡
　　　　　　熊村となる
明治 29年　磐田郡熊村となる
昭和 31 年　熊村を含む一町五村が合併して
　　　　　　二俣町となる
昭和 33年　市制施行・改称して天竜市となる
平成 17年　天竜市が浜松市に編入する
平成 19年　浜松市が政令市政都市となり、
                         天竜区となる

駐車場での事故・盗難等につ
きましては一切責任を負いか
ねます。場内では徐行し、事
故防止に努めてください。

※車やバイク、自転車などの通行に注意しながら歩きましょう。

道の駅
くんま
水車の里

トイレ

熊宿場フェスは”歩いて楽しむ”フェス
です。かつてくんまは秋葉街道、鳳来寺
街道、そし信州街道が交差する宿場町と

して栄えました。明治時代中頃には八件

の宿屋をはじめ、飲食店や小売店など

様々なお店が約五十件も軒を並べてい

ました。そんな当時の雰囲気を少しでも

味わってもらえたら嬉しいです。




